
別紙
べ っ し
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みらプロ 提案書
ていあんしょ

 
 

１ 提案者
ていあんしゃ

 

グループ名
めい

（個人
こ じ ん

の場合
ば あ い

は、ニックネーム） 

※ 提案者
ていあんしゃ

として県
けん

のホームページ等
とう

で公開
こうかい

される名称
めいしょう

です。 

うみぷろチーム 
 

２ エントリー部門
ぶ も ん

 

該当
がいとう

する項目
こうもく

に「○
まる

」を付
つ

けてください（グループの場合
ば あ い

は、構成員
こうせいいん

の最年
さいねん

長者
ちょうしゃ

の年齢
ねんれい

で選択
せんたく

すること） 

 小学生
しょうがくせい

部門
ぶ も ん

 2014年
ねん

４月
がつ

２日
にち

 ～ 2020年
ねん

４月
がつ

１日
にち

生
う

まれの方
かた

 

 中高生
ちゅうこうせい

部門
ぶ も ん

 2008年
ねん

４月
がつ

２日
にち

 ～ 2014年
ねん

４月
がつ

１日
にち

生
う

まれの方
かた

 

○ 若
わか

 者
もの

 部門
ぶ も ん

 1997年
ねん

４月
がつ

２日
にち

 ～ 2008年
ねん

４月
がつ

１日
にち

生
う

まれの方
かた

 
 

３ 提案
ていあん

事業
じぎょう

の内容
ないよう

（各項目
かくこうもく

のサイズの変更
へんこう

は自由
じ ゆ う

、様式内
ようしきない

に図表
ずひょう

を挿入可
そうにゅうか

、別紙
べ っ し

添付
て ん ぷ

は不可
ふ か

） 

（1） タイトル  ※ 提案
ていあん

のタイトルとして県
けん

のホームページ等
とう

で公開
こうかい

される名称
めいしょう

です。 

みんなで海を守ろう！～地域と一緒に考えるきれいな海づくりプロジェクト～ 

(2) 提案
ていあん

の動機
ど う き

（この提案
ていあん

をしようと思
おも

ったきっかけや理由
り ゆ う

） 

 自分は、環境問題、特に授業で扱った海洋マイクロプラスチックの問題に関心があります。犬と散歩に行き、

毎日海に親しんできたので問題を感じながらも、普段の生活では具体的な行動を起こすことが少なく、自分自

身に歯がゆさを感じていました。今回みらプロを知り、友達と話しあった際に、同じように何か行動したいと思

っていると知り、チャレンジをしてみようと考えて提案に至りました。 

(3) 現状
げんじょう

と課題
か だ い

（現状
げんじょう

にどのような課題
か だ い

があると 考
かんが

えますか） 

現在、海洋汚染は深刻な問題となっています。特にプラスチックごみが分解されることで発生する「マイクロ

プラスチック」は、海の生物に悪影響を与え、生態系全体へのダメージを引き起こしています。 

地域の海岸でもごみの散乱が見られ、放置すれば環境破壊が進む可能性があります。また、多くの人が海洋

環境問題を「自分ごと」として捉えきれていない現状も課題です。こうした問題を解決するためには、地域住民

が参加しやすい形での清掃活動と問題意識の共有が必要です。 

(4) 提案
ていあん

内容
ないよう

（課題
か だ い

に対
たい

してどのような解決
かいけつ

策
さく

をとればよいと 考
かんが

えますか） 

※ 提案
ていあん

内容
ないよう

の実行
じっこう

スケジュールも併
あわ

せて記載
き さ い

してください。（令和
れ い わ

9年
ねん

3月
がつ

までに完了
かんりょう

する必要
ひつよう

があります） 

※ 若者
わかもの

部門
ぶ も ん

は、予算
よ さ ん

見積
み つ も

りも併
あわ

せて記載
き さ い

してください。（予算
よ さ ん

は 100万円
まんえん

以内
い な い

としてください） 

【企画内容】 

(1) 海岸清掃イベントの実施 

地域住民、学生、企業など幅広い参加者を募り、海岸のごみを拾う清掃イベントを行います。手軽に参加

できる活動で、直接的に環境を改善するだけでなく、問題への関心を高めます。 

・ 対象地域:  地元の海岸 

・ 清掃活動の流れ:  集合 → 清掃活動 → まとめと感想共有 

 

(2) 環境教育のワークショップ 

清掃活動後に、簡単な環境教育のワークショップを実施します。マイクロプラスチックの現状や、海洋ごみ

が海の生物に与える影響について知る場を提供します。さらに、日常生活でできる環境保護のアイデアを共

有し合います。 

 

(3) SNS 発信と啓発活動 

イベントの様子を Instagram や X に投稿し、広く環境問題の関心を集めます。 

地域新聞に取り上げてもらうようにするなど、地域全体で意識を向上させます。 
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【実施計画】 

(1) 準備期間 

９月 清掃活動に参加し、実施する団体へ協力を依頼 

10 月 チラシ作成、印刷 

11 月 地域住民や大学へイベントへの協力依頼を行う 

清掃道具（ゴミ袋・トング）の準備をする 

  12 月～ イベント開催 

１月～ 各回終了後の振り返りと次回に向けた改善策の検討を行う 

2 月  プロジェクトの振り返りと今後の活動に向けた検討を行う 

 

(2) 開催日 

  12 月、1 月、２月の週末 1 日 

１２月 第 1 回  清掃活動・ワークショップ 

１月  第 2 回  清掃活動・ワークショップ 

２月  第 3 回  清掃活動・ワークショップ 

 

【予算】 

 項 目 内 容 金 額 

1 消耗品代 ゴミ袋・トング・軍手・参加者飲み物など 100,000 円 

2 会場費 ワークショップ会場費（３回） 150,000 円 

3 印刷 広報用チラシ・資料等の印刷費 100,000 円 

4 郵送費 チラシ配架依頼の郵送費 20,000 円 

5 講師謝礼 ワークショップの講師への謝礼金（３回） 45,000 円 

合  計 415,000 円 

 

【アピールポイント】 

・ 簡単に参加できるイベント形式で、幅広い層が集まりやすい。 

・ 清掃活動だけでなく、環境問題の学びや行動につなげる仕掛けを用意している。 

・ 海の保護を身近な課題として考えることで、自分の小さな活動が大きな変化を生む可能性を秘めている

ことを伝えられる。 

(5) 効果
こ う か

（提案
ていあん

を実施
じ っ し

すると、どのような効果
こ う か

があると 考
かんが

えますか） 

(1) 直接的な環境改善 

海岸の清掃によって、目に見える形で環境がきれいになります。これにより、地域住民が達成感を得ら

れ、環境問題を身近に感じやすくなります。 

 

(2) 問題意識の浸透 

ワークショップや活動を通じて、参加者が環境問題について学び、普段の生活でできる改善点を考えるき

っかけをつくります。 

 

(3) 地域の絆強化 

地域住民が一緒に活動することで、地域コミュニティのつながりが深まり、環境問題への関心が広がりま

す。 

 

(4) 持続可能な発展への一歩 

SNS や地域紙を通じて、活動がさらに広がれば、他の地域や世代への波及効果を期待できます。これに

より持続可能な未来への貢献が実現します。 

 


